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村のホームページ

http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/

消防団出初式
地域住民の安心安全な暮らしを守る

地域のリーダー『消防団』
（関連記事 12 ページ）



2広報にしあわくら　2月号

平成 30年
12 月定例議会

１２月１１日実施

１２月定例会の主な内容
 【報告】

 ・例月出納検査報告（８・９・10 月）

 ・各組合議会の報告

　勝英衛生施設組合議会

　勝英農業共済事務組合議会

　美作養護老人ホーム組合議会

 ・事務事業監査報告

 【一般質問】

 ・一般質問（1 件）

 【議案】

 ・勝英農業共済事務組合関連 ( ３件 )

 ・条例改正（２件）

 ・補正予算（７件）

 【諮問】

 ・人権擁護委員の推薦につき意見を

 求めることについて

会計 補正額 補正後の総額 主な内容

一般 ３億７８３万円 ３４億６２７４万円 つどい・くらしの拠点施設建設

国保 １１１９万円 ２億５９４２万円 一般療養給付費

診療所 ０万円 ５９４７万円

介護保険 １５４万円 ２億６３６９万円

簡易水道 ３３万円 １億７９０１万円

集落排水 △３万円 ９４１８万円

森林管理 △３５万円 １億６７２６万円

○今回の補正予算

※予算は通常千円単位で表示されますが、分かりやすくするため千円
以下を切り捨て万円単位で表示しています。

　
平
成
三
十
年
第
一
回
西
粟
倉
村
議
会

臨
時
会
が
、
十
二
月
四
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名
の
後
、
会
期
の
決
定
を
行
い
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
が
審
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し

た
。

  
西
粟
倉
村
議
会

　
第
一
回
臨
時
会

可
決
し
た
議
案

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
西
粟
倉
村
つ
ど
い
・
く
ら
し
の
拠
点

施
設
建
設
工
事
）

方　

法　

指
名
競
争
入
札

金　

額　

１
５
億
１
２
０
０
万
円

　
　
　
　
（
消
費
税
含
む
）

相
手
方　

梶
岡
建
設　

株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

梶
岡　

秀
成

工　

期　

平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
～

　
　
　
　

平
成
三
十
三
年
三
月
五
日

【
各
組
合
議
会
の
報
告
】

①
勝
英
衛
生
施
設
組
合

②
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

③
美
作
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合【
事
務
事
業
監
査
の
報
告
】

①
社
会
福
祉
協
議
会

②
株
式
会
社
あ
わ
く
ら
グ

リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト

【
議
案
】

①
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

規
約
の
変
更

②
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

の
解
散

③
勝
英
農
業
共
済
事
務
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

【
条
例
改
正
】

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

②
小
児
医
療
費
給
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

【
補
正
予
算
】

　

上
段
の
と
お
り
、
７
会
計

の
補
正
予
算
を
可
決
。

【
諮
問
】

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
奨
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▲つどい・くらしの拠点施設模型
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12 月定例議会
一般質問
田中貞己議員

問問

結

　

平
成
30
年
12
月
定
例
議
会

を
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
し

た
。
皆
様
に
は
全
員
定
刻
に

お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
て
、
今
年
一
年
を
振

り
返
り
ま
し
て
感
じ
る
と
こ

ろ
は
、
何
よ
り
自
然
災
害
と

日
常
生
活
の
接
近
で
あ
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
す
ぐ
そ
ば
に
自

然
現
象
の
猛
威
は
存
在
し
、

天
気
の
予
報
や
警
報
な
ど
関

連
の
情
報
入
手
の
手
段
が
格

段
に
進
歩
し
た
現
代
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
脅
威
を
遠
ざ
け

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
来
年
以

降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
警
戒

を
怠
る
こ
と
な
く
常
時
身
の

回
り
の
危
険
を
認
識
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
11
月
に
実
施
致
し
ま
し

た
総
合
防
災
避
難
訓
練
に
お

き
ま
し
て
は
、
村
民
皆
様
の

ご
理
解
の
下
、
多
く
の
皆
様

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
何
度
も
繰
り
返
し
ま

工
事
の
指
名
競
争
入
札
が
県

内
大
手
建
設
会
社
９
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
工

期
を
平
成
30
年
12
月
４
日
か

ら
平
成
33
年
３
月
５
日
ま
で

と
し
、
消
費
税
を
含
む
総
額

１
５
億
１
２
０
０
万
円
で
真

庭
市
の
梶
岡
建
設
（
株
）
が

落
札
し
、
契
約
締
結
に
至
り

ま
し
た
。
今
後
２
年
３
ヶ
月

に
渡
る
長
期
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
さ
に
次
の

半
世
紀
を
担
う
拠
点
施
設
と

な
り
ま
す
。
西
粟
倉
村
の
将

来
に
希
望
と
期
待
を
か
け
た

木
造
建
築
構
造
物
の
建
設

を
、
皆
さ
ん
の
目
で
是
非
暖

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
議
会
に
は
そ
の
関
連
予

算
で
あ
り
ま
す
補
正
予
算
を

上
程
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

各
上
程
議
案
に
つ
き
ま
し
て

は
慎
重
審
議
の
上
、
適
切
な

ご
決
定
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

す
が
、
災
害
か
ら
の
最
大
の
防

御
は
避
難
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
経
験
を
何
度
も
、
そ

し
て
実
際
に
繰
り
返
す
こ
と
で

日
常
生
活
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
行
動
に
移
れ
る
よ
う
訓
練
す

る
こ
と
、
こ
れ
は
現
代
社
会
に

暮
ら
す
私
た
ち
が
最
低
限
身
に

つ
け
て
お
く
べ
き
行
動
原
則
で

あ
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
も
ま

だ
村
内
各
地
で
被
災
箇
所
の
復

旧
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
最
中
に
も
再
び
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
る
と
言
っ
た
リ
ス
ク
も
ゼ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
以

降
も
注
意
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
重
ね
て
お
願
い
を
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
、
除
却
と
建
設
を
進

め
て
お
り
ま
す
村
の
拠
点
施
設

建
設
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
保
育
園
が
完
成

し
、
体
育
館
等
の
除
却
と
整
地

が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
庁
舎
を
含
む｢

つ

ど
い
・
く
ら
し
の
拠
点
施
設｣

の
建
設
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て

参
り
ま
す
が
、
先
日
こ
の
建
設

村
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

び

国
道
３
７
３
号
の
あ

わ
く
ら
ん
ど
周
辺

に
、
以
前
は
温
度
計
が
設
置

し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

設
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
度

計
は
雪
国
で
あ
る
西
粟
倉
村

の
村
民
に
と
っ
て
、
ま
た
村

外
か
ら
訪
れ
る
方
に
と
っ
て

も
重
要
な
情
報
で
あ
る
と
感

答

小
椋
建
設
課
長

田
中
議
員
の
ご
質
問

に
対
し
て
、
あ
わ
く
ら
ん
ど

周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
温
度
計
は
、
現
在
、
走
行

注
意
、
凍
結
注
意
な
ど
の
注

意
喚
起
看
板
に
変
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
冬
季
の
道
路
状
況

は
、
気
温
が
０
度
よ
り
高
い

の
か
低
い
の
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
路
面
が
凍
結
し
て
い

前
向
き
な
考
え
と
い

う
か
、
岡
山
県
に
要

望
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
設
置

の
ほ
う
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

る
か
ど
う
か
は
大
変
重
要
な

判
断
材
料
に
な
り
、
村
外
か

ら
西
粟
倉
村
を
訪
れ
る
方
々

や
西
粟
倉
村
民
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
限
ら

ず
、
年
間
を
通
じ
て
外
気
温

を
知
る
と
い
う
こ
と
は
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
質
問
に
ご
ざ
い
ま
す

冬
季
の
季
節
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
岡
山
県
に
温
度
計
の

設
置
要
望
を
行
う
予
定
は
あ

り
ま
す
か
と
の
こ
と
で
す

が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ

う
に
、
凍
結
の
季
節
は
も
と

よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
気
温

を
知
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
情
報
と
考
え
て
お

り
、
岡
山
県
に
今
後
要
望
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い

ま
す
。

じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
凍
結
の

季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

岡
山
県
に
設
置
要
望
を
行
う

予
定
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

国
道
３
７
３
号
へ
の

 

　
温
度
計
設
置
に
つ
い
て
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会場：　役場 2 階　　小会議室　　　午前８時４５分　～　午後４時

２月１８日（月） 別　府 ２６日（火） 塩　谷

１９日（火） 引　谷 ２７日（水） 猪之部・谷　口

２０日（水） 中土居 ２８日（木） 大　茅

 　 ２１日（木） 下土居 ３月　１日（金） 坂　根・村営住宅

 　 ２２日（金） 筏　津・知　社 ２日（土）

 　 ２３日（土） ３日（日）

 　 ２４日（日） ４日（月） 予備日

２５日（月） 影　石

所得税確定申告と村県民税の申告相談のお知らせ

平成 31 年 2 月 18 日（月）～ 3月 4日（月）

　平成３１年２月１８日（月）から３月１５日（金）の期間、平成３０年分の所得税確定申告が全国一斉に
行われます。
　役場では、下記「納税相談日程表」のとおり、平成３１年度住民税（村県民税）の申告受付を２階会議室
で行います。申告が必要な方は、会場へお越しください。
　所得税の確定申告は、津山税務署でも受け付けていますのでご利用ください。

（注）青色申告の方は、村の申告相談会場では受付できません。税務署にご相談ください。

★★納税相談日程表★★

　◆事業所得や不動産所得などがある場合
　　平成３０年中に事業所得（営業・農業など）、不動産所得、配当所得、譲渡所得などがあった方で、

　所得金額が、所得控除の合計額を超える方

　◆給与所得者の方で以下に該当する場合

　　①給与の収入金額が２，０００万円を超える方

　　②年末調整済みの給与＋退職所得以外の所得が２０万円を超える方

　　③給与を２カ所以上からもらっている方など

　※医療費控除や寄付金控除など各種控除を追加する場合や年の途中で退職して年末調整を受けていない

　　方が、還付を受けるためには申告が必要です。

　※年金所得者の方で、「公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、
　　公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下」の方は確定申告は不要です。
　※確定申告について、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成ができます。

　　作成したデータは、印刷して郵送することができます。また、「e-Tax（電子申告）」を利用して提出す

　　ることもできます。（e-Tax の利用にはマイナンバーカード、または事前に税務署より発行された ID・

　　パスワードが必要です。）

    ◆ホームページ　http://www.nta.go.jp/　◆問い合わせ先　津山税務署　0868-22-3147

◆確定申告が必要な方

※重要なお知らせ
　平成２８年分の申告から「マイナンバーの記載」と「本人確認書類の提示又は写しの添付」が必要となって
います。※本人確認書類（①又は②のいずれかが必要です）
　　①マイナンバーカード　②マイナンバー通知カード＋運転免許証など
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■■申告に必要なもの■■
①税務署から申告書が届いている方は、必ずその申告書を持参してください。

②印鑑（認印）、本人確認書類（マイナンバーカード・運転免許証など）、マイナンバー通知カード

③平成３０年中の所得がわかる書類

　※給与・年金の源泉徴収票、保険の満期や解約・個人年金の申告用証明書・事業所得・不動産所得など

の収支がわかる書類

④平成３０年中の控除がわかる書類

　※社会保険料控除を受ける方は、国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料、後期高齢者医療保険

料の支払い明細書

　※生命・地震保険料控除を受ける方は、支払保険料控除証明書等

　※医療費控除を受ける方は、保険者から送られてくる年間の医療費通知、医療費の明細書またはセルフ

メディケーション税制の明細書

⑤障害者控除を受ける方は、障害者手帳

⑥山林所得・土地、建物等の譲渡所得のある方は、売買契約書または明細書

⑦還付を受ける場合は、申告者本人名義の預貯金通帳

確定申告が不要でも住民税申告が必要です。住民税申告の不要な方は次のとおりです。

　①すでに確定申告書を税務署に提出している方

　②給与所得のみの方で、勤務先で年末調整を受けた方

　③公的年金等（国民年金、厚生年金、企業年金、恩給など）のみの所得の方

　④平成３０年中に無収入であった方で、村内の親族に扶養されている方

　この申告は、平成３１年度の村県民税や国民健康保険税などの賦課のための資料となるほか、後期高齢

者医療保険料、介護保険料、保育料、福祉サービスの算定資料になります。申告されていないため、軽

減が受けられない場合や所得証明書が発行できない場合がありますので、必ず期限内に申告して下さい。

・農業所得がある方は収支計算書が必要です
　農作物（米・野菜など）を作付けして出荷・販売した方は、申告が必要です。次の書類を持参してください。

①農業所得用収支内訳書（折込参照）

　※必ず事前に作成して持参してください。収支内訳書のできている方から受け付けます。

②領収書（事前に収支内訳書の項目ごとに整理してください）・帳簿等

③農機具などの販売証明書

◆住民税申告が不要な方

・平成２９年分の確定申告から医療費控除が変更となっています
①通常の医療費控除またはセルフメディケーション税制のどちらかを選択できるようになりました。（両方

の控除を併用することはできません。）

②医療費控除（セルフメディケーション税制も含む）の領収書が提出不要となりました。代わりに医療費

控除に関する明細書の提出が必要です。（※医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります。税

務署から求められた時は、提示または提出しなければなりません。）

　明細書には保険者から送付される医療費通知を添付するか、①医療を受けた人、②病院・薬局ごとに医

療費を合計して記載してください。

　支払った医療費のうち受け取った生命保険や社会保険等を差し引きしたものが医療費控除額となります。

・平成３０年７月の豪雨災害により被害を受けられた方
　災害により、住宅、家財、車両に損害を受けられた方は、雑損控除の適用により、所得税、復興特別所

得税や住民税の全部または一部が軽減される場合があります。詳しくは、津山税務署もしくは西粟倉村役

場総務企画課税務係へお問合せ下さい。
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お
け
る
森
林
認
証
取
得
に
つ
い
て
』
と

い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
認
証
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
認

証
メ
ン
バ
ー
の
構
成
や
役
割
な
ど
に
つ

い
て
定
め
た
「
グ
ル
ー
プ
管
理
規
程
」、

具
体
的
な
管
理
方
法
や
作
業
時
の
遵
守

事
項
な
ど
を
定
め
た
「
森
林
管
理
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

文
書
は
、
同
記
事
内
の
ほ
か
、
役
場
に

お
い
て
も
閲
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、現
在
の
管
理
規
定
や
計
画
は
、

百
年
の
森
林
事
業
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー

の
変
化
に
よ
る
変
更
作
業
に
入
る
予
定

で
す
。

Vol.69

　
森
林
認
証
制
度
と
は
？

　

森
林
認
証
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

新
し
い
動
き
で
す
！
！

　

森
林
認
証
制
度
と
は
、
環
境
面
、
社

会
面
、
経
済
面
等
に
お
い
て
適
切
な
森

林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
第
三

者
に
よ
り
認
証
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

西
粟
倉
村
産
の
木
材
の
付
加
価
値
を
高

め
る
こ
と
や
、
木
材
の
利
用
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

西
粟
倉
村
で
は
百
年
の
森
林
事
業
に

か
か
わ
る
山
林
（
長
期
施
業
委
託
契
約

を
締
結
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
山
林
お

よ
び
村
有
林
）
が
同
認
証
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

森
林
認
証
制
度
に
は
、
複
数
の
運
営

団
体
と
審
査
基
準
が
あ
り
、
西
粟
倉
村

で
は
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ(

森
林
管
理
協
議
会)

」

と
い
う
世
界
的
に
普
及
し
て
い
る
制
度

で
の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
」

ペ
ー
ジ
に
、『「
百
年
の
森
林
事
業
」
に

【平成 30 年度の認証年次監査の状況】

　
日
本
国
内
規
格
が

　
　
　
決
定
さ
れ
ま
し
た

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
は
国
際
的
な
認
証
基
準
で
す

が
、
昨
年
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
「
日
本

国
内
森
林
管
理
規
格
」
が
正
式
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
規
格
は
、
日
本
の

地
域
性
や
林
業
の
特
徴
、
歴
史
的
背
景

を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
規
格
に
も
含
ま
れ
る
特
徴
的
な

項
目
を
２
例
紹
介
し
ま
す
。

【
①
森
林
管
理
活
動
が
森
林
の
多
面
的

機
能
に
与
え
る
影
響
を
施
業
の
前
に
評

価
す
る
】

　

作
業
道
の
開
設
や
間
伐
・
主
伐
そ
の

他
の
作
業
が
与
え
る
土
壌
や
河
川
、
文

化
的
資
産
な
ど
へ
の
影
響
を
予
測
、
評

価
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
岡
山
県
で
定
め

ら
れ
て
い
る
作
業
道
開
設
の
指
針
、
補



7 広報にしあわくら　2月号

★
編
集
後
記
★

　

年
末
か
ら
、
山
も
里
も
雪
景
色
に

変
わ
り
ま
し
た
ね
。
色
彩
の
少
な
く

な
る
時
期
で
す
が
、
木
々
が
春
に
向

け
て
、
徐
々
に
冬
芽
や
花
芽
を
ふ
く

ら
ま
せ
始
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
産
業
観
光
課
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
は
、「
ミ
ツ
マ
タ
」
と
い

う
植
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
春
に

な
る
と
山
で
真
っ
先
に
咲
く
花
の
一
つ

で
、
低
木
で
群
生
す
る
た
め
、
一
面
ミ

ツ
マ
タ
の
黄
色
の
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
ミ
ツ
マ
タ
で
す
が
、
古
く
か

ら
コ
ウ
ゾ
に
並
び
和
紙
や
紙
幣
の
材
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
洋
紙

の
普
及
に
よ
り
和
紙
の
が
利
用
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
そ
の
成

分
が
注
目
さ
れ
、
ミ
ツ
マ
タ
を
利
用
し

た
化
粧
品
な
ど
の
商
品
化
を
行
っ
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

村
内
で
は
ミ
ツ
マ
タ
の
使
い
道
が
無

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
が
、
伐
採
作

業
な
ど
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
ミ
ツ
マ
タ

の
量
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
村
で
は

昨
年
よ
り
利
用
の
可
能
性
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
兵
庫
県
宍
粟
市
に

あ
る
「
ミ
ツ
マ
タ
研
究
所
」
と
協
力
し
、

ミ
ツ
マ
タ
の
搬
出
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
、
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
の
間
に
、

村
有
林
か
ら
約
600

kg
の
ミ
ツ
マ
タ
原
木

を
搬
出
し
ま
し
た
。
搬
出
さ
れ
た
ミ
ツ

マ
タ
は
、
樹
皮
を
和
紙
の
原
料
に
、
残

っ
た
部
分
を
生
け
花
用
の
材
料
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
ミ
ツ
マ
タ
は
シ
カ
が
好
ま
な

い
植
物
で
あ
り
、
シ
カ
が
増
加
し
て
い

る
現
在
の
環
境
下
で
も
広
範
に
分
布
し

て
い
る
た
め
、
資
源
と
し
て
豊
富
に
あ

り
、利
用
が
容
易
な
植
物
と
い
え
ま
す
。

萌
芽
力
（
伐
採
し
て
も
切
り
口
付
近
か

ら
再
生
す
る
能
力
）
も
高
く
、
根
に
よ

る
土
壌
保
持
力
も
大
き
い
た
め
、
林
道

な
ど
の
法
面
の
保
護
な
ど
、
様
々
な
用

途
へ
の
利
用
可
能
性
も
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【ミツマタの利用可能性】

　
　
人
工
林
内
の

　
　
　
ミ
ツ
マ
タ
の
利
用
　
　

　

西
粟
倉
で
の
新
た
な

　
　
　

「
木
づ
か
い
」
の
取
り
組
み

その 2
　

先
月
号
よ
り
、新
た
な
「
木
づ
か
い
」

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
こ
の
コ
ー
ナ

ー
、
今
号
で
は
村
内
の
山
林
に
た
く
さ

ん
生
え
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

助
金
活
用
上
の
間
伐
の
基
準
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
②
長
期
的
な
経
済
的
継
続
性
や
環
境

面
、
社
会
面
で
の
便
益
を
維
持
向
上
す

る
よ
う
、
林
産
物
な
ど
を
効
果
的
に
管

理
す
る
】

　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
多
様
化
に
つ

な
が
る
資
源
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
生
産
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
利

用
量
が
森
林
の
成
長
量
な
ど
に
基
づ
い

て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
期
に
わ

た
る
木
材
収
穫
の
持
続
可
能
性
を
示
せ

る
こ
と
、
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
森
林
航
測
デ
ー

タ
な
ど
を
用
い
た
資
源
量
の
把
握
、
森

の
学
校
事
業
で
の
間
伐
材
の
有
効
利
用

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
様
々
な
基
準
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
審
査
を

受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
百
年
の
森
林

事
業
が
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
示
せ
る
よ
う
、
質
実
と
も
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地域の人たちとふれ合い、交流する場を大切にしています。交流は、子どもたちが自分
たちの思いや頑張りを伝えようとする意欲を高めてくれます。また、交流により今まで

３つのＥ～ネを育む場

　『地域の中で育つ！』

　 幼 稚 園 は、3 つ の Ｅ ～ ネ（ や っ て み る
Experience   あ ら わ す Express   つ た え あ う
Exchenge) の中の ” つたえあう ” を育む場として、

小学校 1.2 年生が幼稚園児全員
を小学校に招待してくれて楽し
い時間を過ごしましたました。

あわくら大学で劇やダンスや歌
を披露し、子どもたちの可愛い
姿を見て喜んでいただき、ふれ
あいました。

ヘルスボランティアのみなさんと、
一緒に調理して食べました。

老人クラブのみなさんと一緒
にシイタケ植えをしました。

おじいちゃんおばあちゃんと挨
拶タッチをしてうれしかった。
おじいちゃんの手があたたかっ
た。

今日植えたのは、いつシイタケ
になるんですか？
どうしてシイタケには色んな形
があるんですか？

知らなかったことを発見したり、気づいたりすることができます。そして何より、大勢の村の人たちから自
分たちが大切にされ、愛されていることを感じることができる場です。

中学 3 年生が幼稚園に来て、子ど
もたちと一緒に新しい遊びを考え遊
びました。

小学校のお兄さん、お姉さん
が、ぼくらのためにたくさん
ゲームを作ってくれて、楽し
かった。

中学生のお姉さんが優しくして
くれてうれしかった。

一緒にご飯を食べておいしかっ
た。

交流での子どもたちの声を紹介します。

2 年先だよ !!

みんなが一人一人違うよう
にシイタケも違うんだよ。

小学生と交流　秋パーティー

あわくら大学生と交流

中学生と交流　ソラ森遊び

ヘルスボランティアさんと交流

老人クラブのみなさんと交流

え～っ！

～あわくらの冬はやっぱり雪 !! ～

  『西粟倉の豊かな自然をいかし、

　　　　　　      好きな遊びに没頭する経験を』

　１年で一番寒い季節の到来ですが、保育園では雨の日を除いて午前中は散
歩や外遊びを行っています。
　四季の変化を肌で感じ、道ばたの草花や木の実に触れたり、空を舞う鳥や
側溝の小魚、こどものもり公園内のメダカなどを観察したり、園庭や中学校
グラウンドでおもいっきり体を動かしたりすることなど、子どもたちは、自
分の周りにいる人・もの・こと、全てを好奇心いっぱいに見て、感じ、そし
て、吸収します。そんな子どもたちが持つ気持ちや力を大切に育み、伸ばし
ていける環境があるのが西粟倉村です。

　このように冬の山里を美しく彩る「雪」をはじめ、豊かな
自然の西粟倉村だからこそできる遊びや体験を保育にしっか
り取り入れ、幼児期から豊かな感性や好奇心、探究心をしっ
かり育てていきます。

↑乳児は室内に雪を運び、雪を触

って楽しみました。
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森林とともに生きる『ふるさと元気学習』
　ふるさと元気学習とは、ふるさと西粟倉の自然や人に学び、子どもたちの人間力を高
めることで、ふるさとを元気にしていく学習です。「ふれあい、関わる力」「自ら考え学
び、つくり出す力」「自己をみつめ、ともにより良く生きる力」を育て人間力を高めます。
今年も、ふるさとの自然や人々からたくさんのことを学ばせていただいています。

↑全校「ふるさと元気ウォーキング」では若杉天然林や人工林

を歩き、五感を使ってふるさとの素晴らしさを感じました。縦

割り班での活動は、思いやりの心を育てる場にもなっています。

めに自分たちに何をできるか考え

ていきます。

←　　　　　　　→

５年生は、人工林の

間伐作業現場や木材

加工施設の見学を通

して、西粟倉村をも

っと良くしていくた

↑４年生では、西粟倉村の「百年の森林構想」について教えて

いただきました。天然林と人工林について学び、それぞれの良

←森林資源を利用した「森

のうなぎ」事業。林業と水

産業がつながっています。

子どもたちは、西粟倉の素

晴らしさを改めて感じまし

た。

←１・２年生の生活科「秋パーティー」

では、幼稚園のみんなを楽しませるため

に、計画・準備・運営に取り組みました。

さを見つけて新聞にまとめました。 ←３年生では、西粟倉村の良

さを発信するために、村を訪

れた人に、目的や手段などに

ついてインタビューを行い、

西粟倉をアピールしました。

この木は何歳かな？

手入れの行き届い
た木は大きいなあ。

『新年の抱負』　

　いよいよ進路実現に向けて中学校生活最後の３学期が始まった中学 3
年生 6人が新年を迎え、これからの高校受験や春からの新たなスタート
に向けて、今年の抱負をたてました。

　今年は、私にとって変化の年になる
と思います。周囲の環境になかなか適
応できないこともあると思いますが、
そこで努力をして今の自分より少しで
も成長したいです。

　今年は、今までと違い何も知らない
土地でずっと過ごすので、環境に慣れ
てどんなことがあってもあきらめない
ようにしたいです。また、今年で一番

　今年は高校入試があります。6人全
員が第一志望の高校に合格できるよう
に頑張りたいです。春からは高校生に
なります。ずっと一緒にいた 6人と

　僕の抱負は、あきらめず成功を目指
して努力することです。今年は新しい
ことが多いので、何事にも負けずにチ
ャレンジをして努力しようと思いま

　新しい制服と新しい友人との出会い
を大切にし、受験勉強に力を入れ、病
気にならないように健康に気をつけた
いです。

　新年の抱負は、私は人見知りで自分
から人に話しかけるのが苦手なので、
今年は新しく環境が変わりその機会が
たくさんあると思うので自分から話せ

大きい難所である受験に合格するために頑張りた
いです。そして、笑顔を絶やさないようにしたい
です。

離れるのは、もちろん不安もありますが、今は楽
しみな気持ちの方が大きいので、しっかり楽しみ
たいです。

るように頑張りたいです。そして、まずは受験に
向けて日々の勉強を頑張って行きたいです。

す。たくさんの出会いや経験ができる年だと思う
ので、気を引き締めて頑張ろうと思います。
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○１２月講座「幼稚園楽しい発表会」

２月講座「小学校　学習発表・交流」のご案内
　西粟倉小学校の児童が学習したことを発表してくれます。
　また、学校の廊下は児童の製作した絵や工作などまるで博
物館。そんな廊下を一緒に見学してみませんか？
　○日　時：２月１５日（金）１０時～
　○場　所：西粟倉小学校（予定）
　　　　　　インフルエンザの状況で変更あり。
　　　　　　変更の連絡は、文字放送にて連絡します。

特 色ある教育 通信
～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

村の中高生たちの “ やってみたい ” を
　　　　　引き出すトークイベント「中高生だっぴ」①

　「中高生だっぴ」とは、中高生と大学生と大人がフラッ
トな関係の中、テーマに沿って自由に話し合うことで、色々
な価値観・考えに触れるためのイベントです。
　今回、西粟倉中学校の生徒へ向けて企画・運営を行う
実行委員を募集したところ、8 人の生徒が手を上げ、２月
１７日（日）の開催に向け、今後会議を重ねていきます。
　１２月２１日（金）に第１回の実行委員会を開催しまし
た。本会議では、だっぴ体験、“ あいたい大人 ” の基準づ
くりとリストアップを行いました。基準づくりでは、2 班
に分かれ、それぞれ「村で楽しく仕事をしている」や「経
験が豊富」、「明るくポジティブ」などと数項目を決め、基
準に沿った村の大人をリストアップしました。
　２６日（水）に開催した第２回の実行委員会では、2 班
がそれぞれリストアップした “ あいたい大人 ” を決め、参
加のお願いを行うためのレクチャーを受けました。
　会議の中で、なぜ実行委員会に参加したのかを生徒に聞
いたところ、「村で楽しむためのイベントを企画したいか
ら」や「昨年だっぴに参加し大人ともっと話がしてみたい」
と想いを話してくれました。

だっぴ実行委員会

生徒たちが企画する「だっぴ」やこの経験を活かした今後の取り組みが楽しみです。

「だっぴイベントを企画・運営しよう」

▲ 初めて行うイベントの企画は大変▲ だっぴ体験の様子

▲ “ あいたい大人 ” の基準を話し合い、基準に合う大人をリストアップ。

次回３月号につづく

○１月講座「人生１００歳時代を楽しむには」

　１２月１４日（金）、あわくら会館大ホールにて幼
稚園の園児による楽しい発表会を行いました。
　園児たちが見せる可愛く楽しそうな演技や、一生懸
命に練習した楽器の演奏を楽しみました。

　１月１８日（金）、３２年春に開館予定の “ 新生涯
学習施設 ” の蔦木伸一郎館長から、長い人生を楽しむ
ために新施設が担う役割や、他市町村で行われている
生涯学習施設（公立公民館）の活動紹介をしていただ
きました。
　講座の最後には、新施設で「やってみたいこと」や「学
びたいこと」などアンケートに答え、新施設の開館が
楽しみになる講座となりました。
　会場内では新施設に親しみを持ってもらうため、施
設模型の展示や図書館の出張貸し出しを行いました。

　発表会の最後は、園児た
ちが大学生の皆さんの元へ
行き、“ あいさつタッチ ”
で交流しました。
　大学生の皆さんも園児た
ちも笑顔溢れる講座となり
ました。
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あわくら子ども図書館　西粟倉村影石３３
　○開館時間　１０：００～１７：００
　○休  館  日　祝祭日、年末年始
　　　　　　　（２月の休館日　１１日）

☆問い合わせ先☆

　　　　
今月の新刊

一般書
　『昨日がなければ明日もない』　  宮部 みゆき／著
　『愉楽にて』　　　　　　　　　　  林 真理子／著
　『バカとつき合うな』　 堀江 貴文・西野 亮廣／著
　『家中すっきり片づく！
　　　「つっぱり棒」の便利ワザ』  竹内 香予子／著

寄贈書 

　『カリキュラム・マネジメント入門』  田村 学／著
　『こっそりごっそりまちをかえよう』
　　　　　　　　　　　　　　　　  三浦 丈典／著

☆ご利用案内☆

　○こども図書館　　　　TEL ７９－２１１６
　○教育委員会内図書係　TEL ７９－２２１６

日日（にちにち）文庫是好日

　なくなってしまう物への愛着心を通して、物を大
切にすることの意味を語りかける絵本です。

「ひびこれよきひ」となりますよう
ささやかな思いを込めて、図書館スタッフから

本を紹介させてもらいます。

『みゆちゃんとえんぴつ』
　　作：かたおかけいこ　絵：たるいしまこ

日日
文庫
是好日

図書館特設コーナー

　『０円で生きる』　　　　　　　　　  鶴見 済／著
　『未来を変える目標 SDGs アイディアブック』
　　　　　　　　　　　　　　 Thin the Earth ／著
　『0 才から 100 才まで学び続け
　　なくてはならない時代を生きる
　　　学ぶ人を育てるための教科書』
　　　　　　　　　　　　　　　　  落合 陽一／著
　『アナスタシア』　　　ウラジミール・メグレ／著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

特集「SUSTAINABLE ～持続可能な～」

図書館掲示板

県立図書館より約 1200 冊
の本を譲り受けました！

　政治・経済・社会・教育・
医学・工芸・建築・スポー

西粟倉　図書館図書館のホームページは

児童書 

　『マオのうれしい日』　　　　　　あんずゆき／著

　みゆちゃんの優しさ。えんぴつ
さんの気持ちが胸いっぱいにひろ
がり、じんわりと心が暖かくなり
ます。寒いこの季節、ぜひ親子で
読んでみてください。

　『原研哉のデザイン』　原研哉／作
　『いい会議悪い会議』　樋口裕一／著
　『コーヒーハンター』　川島良彰／著　他多数

むらまるごと図書館通信 vol.1

「元湯図書館」

館長
奥村さなえさん
　にインタビュー！

－むらまるごと図書館を
　　始めたきっかけは何ですか？
　『私自身、本が好きだったのと、お客さんにゆっくり過

　　ごしていただくのに本があると良いなと思ったので。』

－元湯図書館のテーマは何ですか？
　『“新鮮”新しい出会いがあればいいなと、みんなが知ら

　　ないような本を選んでいます。』

－今好きな本は何ですか？
　『「森へいきましょう / 川上弘美（日本経済新聞出版社）」

　　です。

－どんなところが？
　『言葉で説明するのは難しいのですが、二人の同じ主人公

　　というパラレルワールドで進む世界が不思議で魅力的な

　　小説です。』

－子どもの頃好きだった本は何ですか？
　『「おばけのてんぷら / せなけいこ（ポプラ社）』貼り絵

　　の感じが好きなのと、天ぷらが本当に美味しそうで！

　　いろんな天ぷらも（驚きの！）楽しい絵本です。」

元湯図書館は営業時間内に利用可能です。

ツ・旅行等を中心に幅広く選書しています。順次
2 階の書架に並べていきます。ぜひご覧になって
みてください。
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平成３１年西粟倉村消防団始動 !!

自分の育った村。自分が暮らす村。そんな大切な村を守る消防団!

消防団とは、まさに地域になくてはならない存在です。
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●あわくら温泉
 　湯～とぴあ黄金泉
○定休日は毎週火曜日。
○ 2月の薬湯
　しょうが湯
　期間限定薬湯　椿の湯 8 日～ 11 日
○寒さに負けない健康づくり
　整体マッサージ
　　毎週金曜日、土曜日、月曜日（11:00 ～ 18:00）
　ハンドマッサージ
　　毎週水曜日、金曜日（10:00 ～ 17:00）
○更衣ロッカーを一新しました！
　その他、詳細は別紙「ぽかぽかカレンダー」をご
覧ください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校
及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算
した金額以下であることが条件です。
　【所得の目安】１１８万円＋｛扶養親族等の数×３８万円｝

ね んきんおしえて

学生納付特例の申請について

　学生納付特例制度により、平成３０年度に保険料納付を猶予されている方で、平成３１年度も引き続き在
学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくことにより、平成３１
年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成３１年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は、納付書を作成して
送付します。

★詳しくは、津山年金事務所（電話 0868-31-2360）までお問い合せください

愛玩動物を飼養されている皆様へ

　平成 23 年 4 月に家畜伝染病予防法が改正され、
口蹄疫や鳥インフルエンザの発生防止等を目的とし
て、動物を飼養されている方は県知事への報告が必
要になりました。
　対象になる動物を飼養されている方は、パンフレ
ット及び報告用紙等をお送りしますので、岡山県津
山家畜保健衛生所まで御連絡いただくようお願いし
ます。

1. 報告対象の家畜　牛・馬・鹿・めん羊・山羊・
豚・いのしし・鶏（ちゃぼ、烏骨鶏等を含む）・
あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・七面鳥・
だちょう・アイガモ（アイガモ農法に供する
場合も含む）
2. 報告内容　家畜の種類・頭羽数
　　　　　　（平成 31年 2月 1日時点）
3. 報告の期限　平成 31年 3月末日
4. お問合せ先　岡山県津山家畜保健衛生所
　　　　　　　（℡ 0868-29-0040）

【お問合せ】
黄金泉 0868-79-2334



黄金泉 大人 700 円→ 500 円

小人 500 円→ 400 円

元　湯 大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）

14広報にしあわくら　2月号

★☆　みんなの福祉バス　☆★
　西粟倉村では、月曜日から金曜日の午前と午後２回村内を福祉バスが巡回しています。
高齢者の方だけでなく障害者の方、または車の運転をされない一般の方等、誰でもバスに乗車できます。

★☆　西粟倉村老人クラブ連合会からのお知らせ　☆★
　西粟倉村老人クラブ連合会と各地区単位クラブで組織されています。
　連合会では、ゲートボール大会、囲碁ボール大会、奉仕作業などを実施し
ています。
　地区単位クラブは、新年会や会員の相互の親睦を深める楽しい行事を企画
して活動を行っています。　

　社会福祉協議会では「高齢者の閉じこもり防止」や「ふれあいの場づくり」などの事業を行っています。
平成３１年度の参加申し込みを受け付けます。
詳しくは、広報折込のチラシをご覧ください。

岡山県ゲートボール協会から表彰

　この度、岡山県ゲートボール協会より多年にわたり
ゲートボールの普及と振興にご尽力されゲートボール
協会の発展に多大なる貢献をされたということで美作
地区代表　西粟倉村　福島　正美さんが表彰を受けら
れました。

ルをしているおかげ。今後は、
もっとゲートボールの人口が増
えて活気が出てくれるとうれし
いです。」とコメントを頂きま
した。これからも頑張ってくだ
さい。おめでとうございました。

【サテライト】
黄金泉を利用して、入浴やレクレーションで
脳を活性化させて楽しく仲間づくりを行って
います。

老人クラブ連合会では、平成３１年度の会員を募集します。
　　村内在住の６５歳以上の方ならどなたでも入会できます。
入会に関しては、
各地区老人クラブ役員　又は　社会福祉協議会まで
　　　　ご連絡をお願い致します。

女
性
リ
ー
ダ
ー

　
　
　

研
修
会
に
参
加

老
連
杯

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

★☆　地域支え合い事業からのお知らせ　☆★

　　　≪ロマン会≫
ひとり暮らしの方を対象に
月に１度よりみちで集まっ
て楽しく活動しています♪

　　　≪買い物ツアー≫
高齢世帯・ひとり暮らし世帯の
方を対象に年に数回実施中。
その都度募集！お楽しみに♪

新規会員
募集中

★☆　ボランティアセンターから　☆★

※　生活の困りごとをお手伝いする

　　　“ 生活応援センター　楽々 ”
　　　　例）ゴミ出し、電球交換など

※　子どもの一時預かり託児 “ おひさま ”　
　　　　　例）講演会に参加したいなど

一緒に活動してくださる方も募集中です。
みなさんで、お互いさまの輪を広げませんか？

　社会福祉協議会では、ボランティアセンターを運
営しています。高齢者・子育て家庭の方、誰でも利
用できます。ちょっとした困りごとがありましたら
お気軽にご相談してください！

　福島さんから、「ゲートボールは頭を使って体を動
かすことで健康が保てる。今元気なのはゲートボー

医療機関の受診だけでなく、買い物や生きがい活動の参加のためなど是非ご利
用ください。尚、毎週金曜日には、大原病院まで運行しています。
　利用するときには、福祉バスに手を挙げていただけると止まります。運行時
間は、健康カレンダーの下に載せてあります。
　不明な点がありましたら、社会福祉協議会までご連絡をください。
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黄金泉 大人 700 円→ 500 円

小人 500 円→ 400 円

元　湯 大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）
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黄金泉 大人 700 円→ 500 円

小人 500 円→ 400 円

元　湯大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）

大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）

大人 500 円→ 400 円

小人 250 円→ 200 円

（小学生未満無料）
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　    　　　　　　　　　平成３1 年１月１日現在
　　　 の動き　　　
●人口　  １，４５８人（－３）
　　男　　　６７６人（－２）
　　女　　　７８２人（－１）

（１２月中の異動：出生 1 人、死亡 3 人、

転入 3 人、転出 4 人）
●世帯　　　５９９戸（－３）

人

●お悔やみ申し上げます
・太田　惠美子さん（坂　根）1 月11 日92 歳

( Ｈ 30.12.18 ～ H31.1.17 まで )

　　
　　　  意の窓　　　社会福祉協議会から
　　　　( Ｈ 30.12.15 ～Ｈ 31.1.22 まで )

●お悔やみ申し上げます
影　石　福井　勝己様　母　つやこ様　香典返し
塩　谷　小椋　由文様　母　アヤ　様　香典返し
●お誕生おめでとう
中土居　春名　圭　様　長女　美月様　出産内祝

善

認知症サポーター養成講座
を開催しました！！

　１６００きずなの会による “ 認知症サポータ

ー養成講座 ” を１月１７日（木）西粟倉中学生

3 年生を対象に行いました。この講座は、認知
症を正しく理解し、認知症の方を地域でさりげ
なく見守る応援者（サポーター）を養成する講
座です。

　講座では、認知症に対する知識と、高齢にな

るということを実際に擬似体験したり、朗読で

は、認知症の家族のかかわり方について学び、

中学生からひとりずつ、感想を発表しました。

「認知症の方がいたら、本人だけではなく、家

族のサポートも大切！」「人にはいいところが

ある、相手のいい所を見つけてかかわりたい」

等高齢者の気持ちに寄り添い声かけするきっか

けになりました。　　【西粟倉村　保健福祉課】
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています

割 割 割 割券 券 券 券 券引 引 引 引 引
黄金泉・元湯 有効期限

平成 31 年 4 月 30 日

割
黄金泉・元湯 有効期限

平成 31 年 4 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

平成 31 年 4 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

平成 31 年 4 月 30 日
黄金泉・元湯 有効期限

平成 31 年 4 月 30 日

月　日 行　事　等 休日急患医※１ ごみの日

２月１１日 月
建国記念の日

・スポーツ塾
大原病院

１２日 火

１３日 水
・小児歯科検診　13:00 ～

（いきいきふれあいセンター）

１４日 木 可燃ごみ

１５日 金
・あわくら大学　10:00 ～

（あわくら会館大ホール） 資源ごみ

１６日 土

１７日 日 田尻病院

１８日 月

１９日 火

２０日 水・男の料理教室　9:30 ～ 13:00
（いきいきふれあいセンター）

２１日 木

・子育て相談　10:00 ～ 16:00
（いきいきふれあいセンター）

・年金相談会　10:00 ～ 12:00
　　　　　　　13:00 ～ 15:00

（大原公民館）

可燃ごみ

２２日 金 びん類

２３日 土

２４日 日 原田内科医院

２５日 月

２６日 火

２７日 水
・離乳食教室　9:45 ～ 13:00

（いきいきふれあいセンター）

２８日 木
納期限：国民健康保険税 2 月期
　　　　後期高齢者
　　　　　　医療保険料２月期　※２

可燃ごみ

３月　１日 金 資源ごみ

２日 土

３日 日 福井医院

４日 月

５日 火 古紙類

６日 水
・すくすく子育て相談
　　　10:00 ～ 12:00

（つどいの広場 Bambi）

７日 木 可燃ごみ

8 日 金
・総合相談会　13:00 ～ 16:00

（いきいきふれあいセンター）
かん類

9 日 土

10 日 日 青山医院

今 月 の 予 定

※１　休日急患医（美作市医師会）は、12 月 6 日現在の予定です。
　　　利用にあたっては医療機関に必ずご確認ください。

※２　納付期限にご注意いただき納付をお願いします。
　　　口座振替の方は残高確認をお願いします。

ボランティア
入門講座人のため・自分のため

　　みんな集まれ！

なにかをはじめたいと思っているあなたへ

日　時：平成 31年 3月 8日（金）
　　　　13時30分~15時30分（受付13時~）
会　場：あわくら会館　大ホール
講　師：岡山県ボランティア・
　　　　ＮＰＯ活動支援センター
　　　　ゆうあいセンター長
　　　　　　　西村こころ氏
参加費：無料
締　切：2月 28日（木）※当日の参加もＯＫ
主　催：西粟倉村社会福祉協議会
共　催：西粟倉村

【お問合せ・申込先】
　西粟倉村社会福祉協議会
　　　　　　☎　７９－２５６１
　西粟倉村役場　保健福祉課
　　　　　　☎　７９－７１００

「ボランティアってどんな種類の活動があるの？」

「興味があるけど、どうやって始めればいいの？」

話を聞くだけでも大歓迎！

この２時間で

『もっと、もっと人生を面白くする秘訣』
　　　　　　　　　　　　　　が分かります！


